
令和５年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　　実施状況と効果検証

令和５年度分交付確定額　１３６，８７８，４４９円
※｢実施計画No.｣欄には、計画取下げ等の理由により欠番が生じています。

実施
計画
No.

事 業 名
　　事業の概要【実績】
　　①目的・効果　　②交付金を充当する経費内容
　　③積算根拠（対象数・単価等）　　④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

効 果
総事業費
（円）

交付金充当額
（円）

担当課

1
物価高騰緊急支援給付金支給
事業【低所得者世帯給付金】

①

②
③

④

コロナ禍において、エネルギー・食料品等の物価高騰の影響を受けた低所得者世帯に対
し、生活維持のため必要な支援を行う。
低所得者世帯への給付金
R5年度分住民税非課税世帯2,220世帯×30千円＝66,600千円
家計急変世帯3世帯×30千円＝90千円
R5年度分の住民税非課税世帯及び家計急変世帯

新型コロナの影響や燃料価格高騰に
より､特に影響が大きい低所得者世帯
に対する生活支援につながった。

66,690,000 65,220,000 福祉支援課

2
物価高騰緊急支援給付金支援
事業（事務費）

①

②
③

④

コロナ禍において、エネルギー・食料品等の物価高騰の影響を受けた低所得世帯に対し、
生活維持のため必要な支援を行うにあたって必要な事務経費。
低所得世帯への給付金に係る事務費
需用費205,572円、役務費466,660円、システム改修負担金77,000円、本事業実施に係る職
員の時間外手当299,126円
R5年度分の住民税非課税世帯及び家計急変世帯

給付金の速やかな支給に寄与でき
た。

1,048,358 1,048,358 福祉支援課

7
プレミアム付き商品券発行
事業（重点交付金分）

①

②

③

④

食料品価格等の高騰に対して広く生活者を支援するとともに、新型コロナウイルスの影響
を受けた地域経済の回復を図ることを目的とし、プレミアム付き商品券を発行することで
町内における消費喚起を促す。
13,000円の商品券を10,000円で販売し、その差額（プレミアム分）及び事務執行に係る事
務費分を町商工会に補助する。
商品券実使用額233,605千円-商品券販売額180,000千円＝プレミアム分53,605千円
事務費3,746,411円
屋久島町商工会

新型コロナが５類への移行後、地域
経済の立て直しが急務の中、中小規
模事業者にとって、本事業により販
売の底上げや確かな資金確保が図ら
れ消費拡大につながることができ
た。

57,351,411 46,251,411 産業振興課

8
燃油助成事業（重点交付金
分）

①

②
③
④

コロナ禍における物価高騰対応事業として、漁業者に対する燃料費の負担軽減を図り、コ
ロナ禍で影響を受けた水産物の消費回復を図るため、屋久島漁業協同組合を通じて組合員
等に支援を行う。
燃料費の一部補助
給油燃料費１ℓ当たり10円を補助　給油数量470,868ℓ×10円/ℓ＝4,708,680円
屋久島漁業協同組合（組合員数82人、準組合員数93人）

新型コロナの影響や燃料価格高騰に
より､営業に支障を来した漁業者に対
する経営支援につながった。

4,708,680 4,708,680 産業振興課

9
介護サービス事業所物価高騰
対策支援事業（重点交付金
分）

①

②

③

④

コロナ禍における物価高騰対応事業として、原油価格や物価の高騰の影響を受けた介護
サービス事業所の事業活動を支援する。
光熱水費や食事提供に必要な食材費等の高騰支援、新型コロナ感染防止対策に要する経
費。
入所系ｻｰﾋﾞｽ事業所(６事業所､定員数246人×50,000円) 12,300,000円
通所系ｻｰﾋﾞｽ事業所(７事業所､定員数162人×25,000円)  4,050,000円
訪問系ｻｰﾋﾞｽ事業所(11事業所×300,000円)　　　　　　 3,300,000円
屋久島町内の介護サービス事業所 16事業所

コロナ禍及び物価高騰において､高齢
者の対応等かなりの配慮を要する事
業であったが､本支援金の支給により
経営の厳しい状況を支援することが
できた｡

19,650,000 19,650,000 健康長寿課

149,448,449 136,878,449合　　　　　計　　

R4　No.1



令和５年度　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金　　実施状況と効果検証

令和５年度分交付確定額　１７２，０６０，８８１円
※｢実施計画No.｣欄には、計画取下げ等の理由により欠番が生じています。

実施
計画
No.

事 業 名
　　事業の概要【実績】
　　①目的・効果　　②交付金を充当する経費内容
　　③積算根拠（対象数・単価等）　　④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

効 果
総事業費
（円）

交付金充当額
（円）

担当課

1
第２回物価高騰緊急支援給付
金支給事業【物価高騰対策給
付金】

①
②
③

④

物価高が続く中で低所得者世帯への支援を行うことで、低所得の方々の生活を維持する。
低所得者世帯への給付金
R5年度分住民税非課税世帯2,276世帯×70千円＝159,320千円
家計急変世帯分６世帯×70千円＝420千円
R5年度分の住民税非課税世帯及び家計急変世帯

新型コロナの影響や燃料価格高騰に
より､特に影響が大きい低所得者世帯
に対する生活支援につながった。

159,740,000 130,060,000 福祉支援課

2
第２回物価高騰緊急支援給付
金支給事業（事務費）

①

②
③
④

物価高が続く中で低所得者世帯への支援を行うことで、低所得の方々の生活を維持する支
援を行うにあたって必要な事務経費。
低所得世帯への給付金に係る事務費
需用費172,033円、役務費637,812円、本事業実施に係る職員の時間外手当322,651円
R5年度分の住民税非課税世帯

給付金の速やかな支給に寄与でき
た。

1,132,496 1,112,989 福祉支援課

10 保育所等給食臨時支援事業

①

②

③

④

保育所等における給食費について、物価高騰分の一定割合に当該交付金を充当することに
より、子育て世帯の経済的な負担軽減を図る。
私立保育所等における給食費
　給食費月額×物価上昇率×園児数×12月
 (1) 4,500円×10%×延べ1,807人、 (2) 7,500円×10%×延べ2,404人
　　※給食費総額の1/2及び事務費は鹿児島県が負担
町内7施設

コロナ禍における物価高騰等に直面
する子育て世帯の経済的負担が軽減
されるとともに、栄養バランスや量
を保った従前どおりの給食等の実施
が図られた。

2,616,000 1,308,000 福祉支援課

11 飼料高騰対策臨時補助金

①
②
③

④

飼料の高騰に対し、畜産農家に直接補助金を支出することにより経営を支援する。
令和5年4月から令和6年2月購入の飼料に対し、購入価格の約2割を補助
令和5年4月から令和6年2月購入の飼料価格総合計172,570,521円
(補助総額)　172,570,521円×17.96％≒30,992,700円
畜産農家

価格高騰する飼料の購入費に助成を
行うことにより、ほぼ全畜産農家が
畜産経営を維持することができた。

30,992,700 30,992,700 産業振興課

12
荒茶加工施設燃油対策臨時交
付金

①

②

③

④

近年高騰し続ける燃油代について、茶業経営を維持するため、荒茶加工施設で使用する重
油及びガス料金の一部補助を行い支援する。
令和5年度中のA重油及びガスの使用量に対する補助
　A重油：20円/ℓ、 ガス：2,400円/1本
A重油：53,230ℓ×20円=1,064,600円
ガス：156本×2,400円=374,400円
荒茶加工施設 ６施設

燃料価格高騰により､茶業経営に支障
を来した茶業生産者に対する経営支
援につながった。

1,439,000 1,439,000 産業振興課

13 学校給食費臨時支援事業

①

②
③

④

給食用食材の価格高騰による給食費の値上げ相当分を助成することにより、保護者の負担
軽減を図る。
保護者等が負担する給食費だけでは補えない給食用食材の購入費
[内訳]給食ｾﾝﾀｰ  ：5,126,609円
　　　東部調理場：1,439,602円
　　　西部調理場：  416,149円
　　　金岳調理場：  165,832円
町内小中学校の児童及び生徒の保護者､給食ｾﾝﾀｰ1施設、調理場3施設

給食資材が高騰する中、十分な学校
給食を提供でき、保護者負担の軽減
が図られた。

7,148,192 7,148,192 教育総務課

203,068,388 172,060,881合　　　　　計　　

R4　No.1


